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「自ら学び 心豊かに たくましく生きる 江北の子の育成」 
１ 自分で考え行動します。 

  ２ 相手の気持ちを考えます。 

  ３ 決まりを守ります。 

☆２学期が終わりました☆ 

本日、令和になって初めての２学期７９日間が終わりました。 

１時間目に２学期の終業式を行いました。２学期は、１年の中

で一番長い学期です。体育大会や修学旅行等、子ども達が楽しみ

にしている学校行事も多く、子ども達のたくさんの成長が見られ

ました。おかげさまで、保護者の皆様、地域の皆様にご協力、ご

支援をいただきながら大きな事故や怪我もなく過ごすことがで

きました。ありがとうございました。  

終業式では、まず、「江北の合言葉」について１２月を振り返りました。そして、

２学期に特に頑張ったなと思ったことを数字のクイズ形式にして、紹介しました。 

一つ目は、「ゴミ拾い」です。登校の時にゴミを見つけ

て拾ってくれる子どもたちがいます。ある時は、スー

パーの袋にゴミをいっぱい入れて持ってきてくれた

こともありました。少しでも江北町がゴミのないきれい

な町になるようにという思いをもってくれていること

を嬉しく思います。  

また、６年生がよく自主的に、朝、玄関の掃き掃除

をしてくれました。お客様が気持ちよく学校に来られ

るようにという心遣いを嬉しく思います。  

二つ目は、「進んであいさつ」です。元気なあいさつがま

だまだ全員ができているとは言えませんが、いつも進

んで元気にあいさつをしてくれる子ども達がいます。

寒い中に校門の前に立っていてもあいさつに元気をもら

い心が温かくなります。そんなあいさつができる子ども

達がもっともっと増えてくれるといいなと思います。  

また、毎週火曜日に運営員会の子ども達が江北小学校

のみんながもっともっとあいさつ上手になるようにと

「あいさつ運動」をしてくれています。あい

さつ上手な子どもの名前を記録し、給食

時間に放送してくれています。  

その「あいさつ運動」に自主的に参加をし

てくれる子ども達もいます。１２月に入っ

た最初の「あいさつ運動」では、１・３・

６年生の３２名の子ども達が参加してく

れ、大きな声で元気いっぱいあいさつし

運営委員会の子ども達 

自主的にあいさつ運動をする子ども達

運営委員会の子ども達 

玄関掃除をする６年生

運営委員会の子ども達 



てくれました。 

三つ目は、「今月の詩」の暗唱です。 

９月２０７人、１０月２３０人、１１月１４１人、１２月（１２月２３日までで）

１３３人で、２学期は、延べ７１１人の子ども達が、合格しました。中には、合格する

まで何度も挑戦してくれた子どももいます。    

 冬休みにも挑戦してくれるように、終業式で紹介し、プリントも配付しています。

昨年度と同じ「年めぐり～しりとりうた～」です。リズムがあって、おもしろい詩

です。お子さんと一緒に、ご家族で一緒に挑戦されてはいかがでしょうか。 

 

さらに、冬休み頑張って欲しいこととして、 

①命を守る 

②目標を決める を伝えました。 

「一年の計は元旦にあり」新しい年も成長の年とできるようにし

っかりと目標を決めて欲しいと思います。  

いよいよ、子ども達がワクワクする冬休みです。子ども達は、ク

リスマスやお正月でプレゼントやお年玉など、物やお金を手にする

機会も多いでしょう。どうぞ、ご家庭でお子さんとお金の使い方や

約束事など、話し合ってください。 

また、夕暮れも早い時期です。交通事故や事件に巻き込まれない

ように、ご家庭や地域での声かけをお願いいたします。  

１月８日が３学期のスタートです。元気で笑顔の子ども達と会えるのを楽しみに

しています！！ 

☆幼小交流会☆ 

１２月２０日（金）１年生が幼児教育セン

ターの年長さんを招待して、体育館で交流会

が行われました。１年生が、生活科の中で考

え作ってきた遊びを年長さんに教えながら楽

しく交流ができました。１年生は、小学校の

中では弟、妹ですが、この時は、お兄さん、お

姉さんになって、年長さんに優しく遊びを伝え、

年長さんを楽しませることに意欲をもって取り組んでいました。  

 

☆通知表☆ 

子ども達が本日持って帰った通知表を見て、どんな言葉をか

けられたでしょうか。 

まずは、頑張ったところをいっぱい褒めてあげて下さい。学校に

一日も休まず登校できたこと、お掃除を頑張ったこと等々。い

っぱい褒めたあとに、さらによくなるためには、どうしたらよ

いかお子さんと一緒に話せるといいですね。  

大人もそうですが、子どもは大人以上に褒めてもらうことで頑張ろうという気持

ちが出てくると思います。  


